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足立区基本計画審議会 会議概要 

会 議 名 足立区基本計画審議会 第２回全体会 

事 務 局 政策経営部 基本計画担当課 

開催年月日 令和６年１月１６日（火） 

開 催 時 間 午後１時００分 ～ 午後３時００分 

開 催 場 所 足立区役所 中央館８階 特別会議室 

出 席 者 

【委員】 

宮本 みち子 会長 石阪 督規 副会長 遠藤 章 委員 

笠井 健 委員 片野 和惠 委員 加藤 和明 委員 

國井 幹雄 委員 山下 友美 委員 渡部 郁子 委員 

秋山 知子 委員 小栁 真太 委員 岡安 たかし 委員 

ぬかが 和子 委員 野沢 てつや 委員 渡辺 ひであき 委員 

大山 日出夫 委員 長谷川 勝美 委員  

【事務局】 

政策経営担当部長 

勝田 実 

基本計画担当課長 

伊東 貴志 

基本計画担当係長 

山﨑 悠生 

政策経営担当係長 

芳賀 優美子 

政策経営担当係長 

鈴木 力 

政策経営担当係長 

乾 洋平 

政策経営担当係長 

土井 渉 

政策経営担当係長 

古田 信幸 

政策経営担当係長 

池田 広幸 

株式会社 地域計画連合 

相羽 

株式会社 地域計画連合 

森田 

株式会社 地域計画連合 

柳坪 

欠 席 者  市村 智 委員  山下 俊樹 委員  

会 議 次 第 
１ 各分科会での討議内容の報告 

２ 各分科会での討議内容に関する意見交換 

３ 次期計画の方向性に関する意見交換 

４ 事務連絡 
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資 料 

・ 【資料１】くらし・まち分科会での意見等 

・ 【資料２】ひと・行財政分科会での意見等 

・ 【資料３】今後の討議の進め方に関する資料 

・ 【資料４】次期計画の方向性・テーマ案に関する資料 

・ 【資料５】生活満足度に関する資料 

・ 【資料６】第３回 分科会開催通知 

そ の 他 

傍聴人：有・無（  人） 

 その他参加者：有・無（     ） 
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（審議経過） 

 

（伊東 基本計画担当課長） 

ただいまより足立区基本計画審議会第２回全

体会を開催します。本日はお忙しいところ、ご

出席いただき誠にありがとうございます。司会

進行を務めます基本計画担当課長の伊東でござ

います。よろしくお願いいたします。まず本審

議会ですが、本審議会は条例で公開を原則とし

ていること、そして会議録はホームページで公

開をいたします。なお、会議録を正確に記録す

るために録音をさせていただいておりますので

ご了承ください。 

それでは、まず配付資料の確認を行いたいと

思います。６点ございます。資料１、くらし・

まち分科会での意見一覧。資料２、ひと・行財

政分科会での意見一覧。資料３、今後の審議の

進め方に関する資料。資料４、次期計画の方向

性・テーマに関するイメージ図。資料５、生活

満足度に関する資料。資料６、第３回分科会の

開催通知。以上です。その他席上に本日の席次

表と、意見提出用紙を置かせていただいており

ます。また、令和５年の審議会・分科会の開催

に係る報酬の源泉徴収票も席上に置かせていた

だいております。後ほど内容をご確認いただき

まして、ご不明な点がございましたら事務局ま

でご連絡ください。また、資料についてはタブ

レットでご覧になれますので、ご要望がありま

したら事務局までお申し付けください。   

 

１ 各分科会での討議内容の報告 

（石阪副会長） 

それでは、お手元の次第に沿って進めていき

ます。次第１、各分科会での討議内容の報告と

なります。まず、ひと・行財政分科会の討議内

容を資料２に沿ってお話いたします。 

まず大きく二つに分かれます。基本構想の視

点の「ひと」、それから「行財政」です。まず

「ひと」の方からお話をさせていただきます。

こちらは、一番多い言葉を見ると、支援という

言葉が非常に多い。つまり、今まで通りの支援

をすることはもちろん大前提なのですが、共通

することが一つあります。これは何かという

と、昔に比べて子どもたちであるとか、支援が

必要な方、いろいろな方がいらっしゃるので、

今まで通りの一様なメニューでポンと出して、

はい、乗っかってきてください、ではなかなか

難しいのではないか。きめ細やかな支援が求め

られる。特に議論の中心となったのは子ども、

もしくはその子どもたちを支えるご家族。ここ

への支援をどうするかというところが、議論の

中心になりました。例えば、課題を抱える子ど

もの支援のところでは、学校がもちろん一つ大

きな機関としてある。家、家庭がある。ただ、

サードプレイス、つまり第３の居場所がなかな

か子どもたちにないのではないか。これはむし

ろ皆さん、地域の方々の力によってそういった

ものを作っていって、子どもたちが安心して暮

らせるような、つまり、家庭や学校とは違った

サードプレイスを作ることも大事ということで

す。それから不登校とか引きこもり。こういっ

た子どもたちも増えています。これはいわゆる

当事者で抱え込んでしまって、どうしようかと

悩むのではなくて、むしろ居場所を作ってあげ

て、当事者同士が議論できたりとか、話ができ

たりする環境を整えることが必要になってく

る。つまり、いろいろな方々をつないでいくと

いう役割も行政には必要になってくるというこ

とになります。例えばですが、ユニークな案と

しては、民間がやっているフリースクール。こ

のフリースクールが今実際に例えば建物があっ

てそこに通うのではなくて、仮想上・ネット上

にそういったフリースクールのようなものを作

って、その上で学んでもらうとか。おそらく外

に出るのが難しい子どもなどは、そういった形

での支援もあり得る。むしろ民間のノウハウと

か知恵をうまく活用しながら、行政と連携しな

がら、こういった子どもたちの支援ができるの

ではないか。こういうアイディアもいただきま

した。 

それから、他に様々な支援の一つとしては、

妊娠・出産・子育ての切れ目ない支援のところ

に書いてありますが、中間所得層が出産・子育

てをしやすくなることも課題である。足立区と

言うと、２３区でも突出して貧困家庭とか、所

得の低い方への支援は手厚いイメージがありま

様式第２号（第３条関係） 
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すが、委員の中から出てきたのは、もっと幅広

く支援のメニューを広げてはどうだろうかとい

う意見でした。お子さんがいらっしゃる家庭と

いうのは、所得の上下はありますが、いろいろ

な悩みがそれぞれの階層であるだろう。そうい

ったものに対しても向き合って、今足立区とし

てはどんな課題があるのか。これは区としてだ

けではなくて、東京都や国と連携しながら進め

ていく必要があるだろうということでした。 

それから、男女共同参画、子育てと仕事の両

立支援などについては、例えばワーク・ライ

フ・バランスやジェンダー平等の達成といった

非常に大きな目標はあるのですが、なかなか家

庭内や仕事場での男女格差が埋まっていないと

いう現状がある。こういったところを様々な施

策でどう改善していくのか。ワーク・ライフ・

バランスについても、例えば待機児童が０とな

っているが、これは保護者にとっては確かに０

でも問題がないわけではなくて、どのような支

援が考えられるのか、今回の計画の中で位置付

けられればいいというご意見がありました。 

それから、足立区は芸術・文化・スポーツが

非常に活発であり、子どもたちのスポーツが非

常に強いけれども、施設が不足している。これ

は東京都や国の施設もあるかもしれませんが、

こういったスポーツを楽しむ施設、あるいは技

量を高めていくための施設、こういったことも

ある程度考えていく必要がある。施設というこ

とに関しては、例えば図書館や文化的な施設。

今は維持がかなり大変で、統廃合が進んでいま

すが、これも区民の役に立つような施設である

ので、むしろきっちり残して、バランス良く支

援していくことが必要になるということです。

また、文化については、これは施設と言うより

は、どちらかというと発表の場が少ないという

ご意見がありました。子どもたち、あるいは区

民の皆さんが発表できるようなイベントは結構

あるとうかがっているのですが、イベントでも

いいのですが、こういったものを拡充していく

必要があるだろう。イベントも単発で、この時

期にこれ、その時期はこれとあるのですが、む

しろ継続的にいろいろなものを紹介できるよう

なイベントがあってもいいのではないか。この

ような意見もありました。 

「ひと」の方については、主に子育て支援を

中心に、様々なご意見が出された中で、やはり

私が冒頭に言ったように、多様な我々のニーズ

にどう応えていくのかというところが、一つ大

きな課題になっているのだろう。多様性を理解

し、それを支援していくためのメニューづくり

が求められるということです。 

それから、「行財政」に目を向けていただく

と、やはり基本構想でもうたっている「協創」

についてです。足立区ではこれを掲げて、進め

てきたわけですが、思いの外、進んでいないの

ではないか。その背景には、やはり行政が一つ

ひとつ支援をしていって、直接支援をしてしま

う。そうすると、そこで区民たちの自主的な動

きだとか、様々な取組みをされているものが今

は点で終わっている。それぞれの拠点でいろい

ろなことを皆さんやられているのですが、これ

をつなぐ、コーディネートするところまでなか

なか行けていないのではないか。それぞれの活

動を支援するのは必要なのですが、それと同時

にそれをつないでいく。点を線や面にしてい

く。そういう試みが必要だろう。それは例えば

市民活動であったりとか、あるいは町会・自治

会の活動はもちろんですし、あとは民間とか企

業とも上手くつないで、例えば一つの課題を解

決するのに、様々な主体が集まって大きなプラ

ットフォームができる。このようなことがやは

り理想である。ここに向けて区も積極的に協創

を進めていくべきではないかということです。

ＮＰＯ、町会・自治会はしっかり活動をしてい

るのですが、なかなかそれがつながらないとい

うジレンマ。これが皆さんのご意見から伺えま

した。 

それから、情報発信ですが、これは区内在住

の方は比較的足立区のイメージがかつてよりも

上がってきて、区に対する誇りを持っておられ

る方も多いということですが、区外に住んでい

る方からすると、依然として足立区のイメージ

は固定化されているという問題がある。やはり

情報発信の工夫も必要になってきます。これは

アイディアですが、例えば広報大使の活用であ

ったり、アピールの方法もいろいろなチャンネ
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ルを用いる。例えば、今持っている広報だけで

はなくて、もっと若者たち、特にＳＮＳなどを

使って広報をすることもできるということで

す。やはり懸念点は、行政から直接広報をする

のは難しいのではないかということ。行政の広

報はどうしても難しい表現で、文字が多い。例

えば民間の広報の専門家が情報発信をした方

が、足立区のイメージがフランクに伝わるので

はないかという意見もありました。区が全て情

報を抱え込んで発信するやり方ではなく、いろ

いろな方々にお願いをして、情報発信をしても

らうようなそういう仕組みもあり得るのではな

いか。 

それから、自主財源の確保。これは足立区も

税金を取ってそれを拠出するということで、ず

っと行政を運営しているのですが、もっと足立

区の自主財源を増やすような取組みをしてもい

いのではないか。例えばネーミングライツを作

って、それを収入として入れていく。例えばあ

る施設を作ったら、そこに民間に広告を出して

もらう、クラウドファンディング、ふるさと納

税。こちらの方も充実させていく。企業のふる

さと納税が区でできるか分かりませんが、今は

企業もできます。それから、ギャラクシティの

ような公共施設ですが、例えば区民ではない区

外から来た人から入場料を取ることもあり得る

のではないかといったお話がありました。何で

も無料もいいのですが、ちょっとお金を稼ぐと

いうこと、つまり、経営という視点を区として

もう一度見直してみてはどうかというご意見も

ありました。 

それから、人材については、区の職員として

人材を揃えてもらいたいということはもちろん

ですが、足立区で働いてもらうということ。こ

れも含めて、もっといろいろと評価であった

り、行政の縦割りといったものを見直していく

必要がある。 

その他のところですが、これもいろいろな意

見がありました。一つ私がなるほどなと思った

のは、やはり足立区の一つの特徴は、若い人は

結構いるということです。そこで例えば結婚も

出産もする。これは多いということが数字とし

て分かっているのですが、いざそこに家を建て

て居住するとなると、出ていってしまう。これ

が足立区の大きな課題です。つまり足立区は、

若者たちにとってみると永住先ではなく、係留

先です。これは住み続ける上で何らかの課題が

あるということです。特にファミリー層が出て

いくというのは、足立区にとっては非常に大き

な損失ですので、ではファミリー層に残っても

らうために何が必要なのか。その一番の大きな

課題は、子育て支援や住宅支援であり、若い人

たち・ファミリーが定住できるようなそういう

取組みをしていく必要があるだろう。 

最後に、足立区基本計画の方向性・テーマ案

について。これは資料４で、後で事務局からご

説明がありますが、まとめていただいた真ん中

のところで、「やりたいことができるまち」、

「誰もが主役になれるまち」、それから、「自

己実現ができるまち」と三つ書いてあります。

私は若い人にとどまってもらうためには、ここ

が非常に大事だと思っています。いろいろな支

援を足立区はこれまでもやってきました。しか

しながら、例えば若者やファミリー層たちが自

主的に何か活動をしたい。こういうことをやり

たい。自己実現の手段として考えた場合、足立

区ではこれまで物足りなかったのかなと。他の

区ではいろいろな自己実現の手段としての様々

な施策があったのが、足立区はこれまで行政が

何でもかんでも支援したが故に、そういった主

体性・自主性が今一つ育ってこなかったのでは

ないか。こういう課題があると思っています。

そういった中で、今回のこの計画において、フ

ァミリー層や若者たちが自分たちがやりたいこ

と、あるいは、主役になっていろいろなことに

取り組みたい、こういうことを支援することに

よって、これまで足立区が、安心・安全支援に

偏っていたものが、主体的な活動であったりと

か、やりたいことができる、こういったまちに

つながっていく。そういったところがいわゆる

若者層の定住において大きな意味があると思っ

ています。私の報告は以上です。補足があれ

ば、部会に参加した皆さんから個別にお話をい

ただければと思います。 

それでは私はここで終わりまして、宮本先生

にお返しします。よろしくお願いします。 
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（宮本会長） 

それでは資料１に基づいて、くらし・まち分

科会で検討をしたことについてご報告させてい

ただきます。いろいろ多岐にわたってご意見が

出たのですが、まずくらしや仕事に困っている

人の支援、高齢者が地域に住み続けられる仕組

み、生活環境、障がい者への支援、そして地域

で支える体制。このあたりがある程度共通性が

あると思いまして、そこからご報告させていた

だきます。 

まず、くらしや仕事に困っている人への支援

に関しては、足立区は全国的に見ても困窮する

家庭の子どもの支援等は最初からやっていた区

ですし、非常にきめ細かくこれまでも実績を積

み重ねてきていると思います。それから、高齢

者に関しても取組みが進んできたわけですが、

昨今足立区だけではなくて、全ての自治体にお

いて、くらしや仕事に困っている人たちの増加

が顕著であります。その方たちが孤立・孤独を

共通して抱えているという状況なのですが、複

合的な要因を持っていて、従来のような一つひ

とつの制度を適用することで救済することが、

次第に難しくなっているという特徴がある中

で、きめ細かに、そして制度の縦割りではな

く、横断した形で支援の体制ができていること

が重要だというお話がいろいろな形で出てまい

りました。 

従って、足立区がずっと重点的に取り組んで

きたものを、より一層発展させながら、例えば

貧困の子どもとか、高齢者ということに限定せ

ずに、全ての区民に目を広げながら、どんなこ

とがあっても足立区にいれば大丈夫、というよ

うな状況を目指すことが必要だということでは

ないかと思います。高齢者が地域に住み続けら

れるということに関しては、現在高齢者である

方たちに対する取組みと同時に、現在中年期、

あるいは壮年期の方たち。特に一人暮らしの方

たちがかなり多くなっておりますが、その方た

ちが５０を過ぎてくると、高齢期にここで住む

ことができるかどうかという不安を抱くように

なるということがよく言われています。ここに

いれば足立区が守ってくれるだろうというよう

な、そういう住み続けられる仕組みが必要だろ

うということです。 

それから、生活環境に関して出てきたのは、

ごみ屋敷等の問題です。これに関しても足立区

は非常によく取り組んできたところですが、や

はり区がお金を出すことになると、その基準と

いうのがどうしても厳しくなりやすく、融通が

利かないという問題があるという指摘がござい

ました。そこで、どうにも手が付けられない状

態になってから処理をするのではなくて、もっ

とその前段階で、行政ではなく、もう少し市民

のできることをやっていけるような、そういう

体制づくりができないだろうかという意見があ

りました。 

それから、例えば、ごみ屋敷問題に対して

は、精神的な病を抱えている方もかなり多いと

言われているのですが、精神科医にアドバイス

に入っていただいたことによって、上手くいっ

ているという例も出てきているということで、

ごみ屋敷問題をもう少し総合的に捉えて、体制

づくりをする必要があるのではないかといった

ことでございました。この区民の参加に関して

は、いくつかの例が他のところでございます

が、本当に地域のいわばボランティアが、家で

溜まった新聞を束にしたものを置き場まで出す

お手伝いをするとか、ちょっとした台所の清掃

をするとか、市民組織を作ってやっているとい

うことも出てきていますので、もう少しごみ屋

敷問題を広げていくことが可能ではないかとい

うことでございました。 

地域で支え合う体制については、全体として

は行政と区民と、それからいろいろな企業や専

門家たちが支え合うことによって、孤立・孤独

を防止し、経済的困窮を防止しながら、足立区

なら大丈夫という区をイメージすることができ

るのではないかということかと思います。 

消費者被害の問題、特殊詐欺対策についても

ご意見がございましたが、特殊詐欺問題はどん

なに対策を講じても、なかなか抜本的に解決で

きない非常に頭の痛い問題であるということで

ございましたが、例えば銀行等にいって、ちょ

っと怪しいというか、高齢者が何となくキャッ

シュディスペンサーの前での振る舞いが心配だ

なという時に、誰もが声を掛けられるようにす
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るためには、ある程度の訓練が必要ではない

か、つまり声掛けの実践です。そういったこと

を区民がやる機会があれば、気楽に声を掛けや

すくなるのではないかとかです。これは障がい

者に対して声を掛けるということも、声を掛け

たいという気持ちはあるのだけれども、なかな

か最初の勇気がないということが言われており

ます。そういう意味での実践的な経験でしょう

か。そういうようなものがあるといいのではな

いかという意見もございました。 

それから、「まち」に関してですが、交通環

境や道路環境に関しては、交通手段のない地域

というものが出てきている。買い物も通院もで

きないような高齢者が生じているという問題が

あって、これは何とか解決が必要だということ

で、区でもいろいろと検討されているという説

明がありましたが、これは引き続き、しかも早

急に検討する必要があるということでした。 

それから、震災・水害対策に関してです。こ

れは喫緊の課題ですが、「その他」の欄にも、

町会・自治会のことがいくつも書いてありま

す。なかなか町会・自治会が従来のような形の

力が持てなくなってきているという実態がござ

いましたが、震災・水害対策ということからす

ると、やはり町会・自治会というのは非常に重

要なもので、そういう意味で言うと、町会・自

治会が何を一番担わなければならないのかとい

う時に、少し考え方を切り替えて、自然災害に

対して、町会・自治会がきちんと体制を作るよ

うな、そういうことが考えられるのではないか

ということがございました。 

「その他」のところには、横断的ないろいろ

なご意見がたくさん出ておりますが、一つ目の

若い人が足立区に住んで、まちというものに参

加して関わっていくためには、やはり若い人の

多様な自主活動の育成が必要だろう。何かやっ

てくださいよ、ではなかなか動くことができな

い。例えば、活動の場を提供するとか、情報を

提供するとか、それからネットワークを作るに

際して、行政で持っている何らかの力をそこに

提供するだとか。そういったことがあると、若

い人たちの活動が広がっていくのではないか。

この若い方たちの活動が豊かになっていくとし

ても、若い人たちの区内外の入れ替えはかなり

激しい。それを前提する。つまり、足立区に住

みながら、何年かは非常に活発に活動をした。

その中の一定の方は残るし、そうでない方は移

動する。そうやって交替していくこと自体も前

提にしてもいいのではないかということも考え

られるように思います。 

それから、足立区の特徴は何だろうかという

ことで、いろいろとご意見が出たのですが、全

体としては他の２３区のように、足立区にはこ

れがあると分かりやすく誇れるものがちょっと

ないというご意見は多々ございました。そこで

出たものは、一つは足立区に住んでいると、そ

の良さが分からない面があって、区外の方に指

摘されて気付くことがあるということ。例えば

足立区の農業公園。東京２３区で農業公園を持

っている区はそんなにありません。土地がない

と言われていますが、区民の土いじりをしたい

という要望はどんどん広がっていると言われる

のですが、そういう点で土地がまだかなり潤沢

にある足立区にできることがある。そういう例

に見られるような特徴というものが活かせるの

ではないか。それから、行政が何かないかと言

って開発することはあるとしても、もっと区民

が自主的に寄り集まって、足立区はどうすると

暮らしよい区になるのかということを自主的・

主体的に検討できる場というものと、それから

場だけではなくて、活動ですよね。そういうも

のがあると違ってくるし、足立区の特徴は中央

の区とは違っていて、もっと区民参加型の手づ

くりの良さを持った区だといった特徴が出てく

るのではないかということでございました。 

更に一番下にありますが、足立区は２３区で

高齢化率が一番高いということですので、中年

期、それから子ども期の割合が少なくなってい

ます。中年期のシングル層が他の中心区よりは

少ないとはいえ、明らかに中年期のシングルが

増えている中で、多くが賃貸住宅に住みなが

ら、定住志向はシングルの方が高いということ

が言われているわけで、その方たちが安心して

足立区に住み続けられるための政策。特に住宅

政策に関しては、やはり重要なポイントではな

いかということでございました。 



8 

 

２ 各分科会での討議内容に関する意見交換 

（宮本会長） 

それでは、早速、意見交換に入りたいと思いま

す。今２つの部会のご報告をさせていただきま

したので、これからご意見をいただきたいと思

います。今日は２つの意見交換のセッションが

ありますので、発言は短めにして、たくさんの

方にご発言をいただければと思います。 

（石阪副会長） 

私から提案なのですが、今、私の話からも、

宮本会長の話からも、「若者」というのがたく

さん出てきました。これは皆さんの合意が必要

かもしれませんが、例えばこの審議会でも、も

っと若い方のご意見を伺ってみたい気がしま

す。途中からになりますが、若い方々の意見を

知るために、例えばこういった審議会のメンバ

ーの中に、若者をお一人加えて議論を今後して

いくというのはいかがでしょうか。 

（大山委員） 

事務局に確認なのですが、若年層の方を仮に

お一人追加いただくとして、その他の方からも

ご意見がいただきたいという時に、そういった

ことが可能なのでしょうか。 

（加藤委員） 

若者と言っても年代的にどのぐらいなのか。

単身者なのか。あるいは世帯を持った方なの

か。 

（石阪副会長） 

私がイメージしているのは大学生とか、その

ぐらいのレベルです。２０代の方とかのご意見

をうかがってみたいです。つまり、足立区で自

主的ないろいろな活動をしたりとか、大学連携

にもつながるような、そういった方の意見を伺

ってみたいのですがいかがでしょうか。 

（加藤委員）  

足立区は大学が多いのですから、学生などは

比較的参加していただけると思います。あとは

２０代、３０代ぐらいで世帯を持っている方々

とか。これは手を挙げていただくことは難しい

かもしれません。 

（伊東 基本計画担当課長） 

審議会の委員に新しく入っていただくことは

可能です。この審議会の定員は２０人ですが、

現在１９人です。つまり、もう１枠ありますの

で、例えば２０代の方にもう一人入っていただ

くことは可能です。ただ若者と言っても、今ご

議論の中にあったようにいろいろな方がいらっ

しゃいます。１人委員に入っていただくうえ

で、例えば子育て世代の代表の方とか、ある時

は大学生の代表の方とかに、オブザーバーのよ

うな形で都度入っていただくことも規程上は可

能です。 

（宮本会長） 

どうでしょうか。同じ方に出ていただくか、

毎回年齢層を変えて来ていただくか。両方あり

得ます。 

（石阪副会長） 

例えば、委員になる場合は委嘱しなければい

けないので、固定の方でないと駄目だと思いま

すが、陪席とかオブザーバーですよね。 

（伊東 基本計画担当課長） 

おっしゃるとおり、委員として新しく入ると

なると公募になりますので、その方は固定にな

ります。プラス陪席として都度その議論にふさ

わしい方をお招きしてご意見をいただくことは

可能です。 

（野沢委員） 

私はやはり思い切って意見を変えるという面

では、やはり大学生の方。もしかしたら高校生

でもいいのかもしれませんが、それぐらい若い

方が必要だと思います。子育て世代には秋山さ

んもいらっしゃいますし、私も娘が２歳で、子

育て真っ最中で、今日も保育園に送ってから来

ており、多少はそういった発言はできると思い

ます。やはりメンバーの構成から考えると、大

学生とか高校生とか、思い切った若手の方がい

いと思います。 

（宮本会長） 

今のご意見は、例えば大学生として、それは

正規の委員として、ということでしょうか。 

（野沢委員） 

そうです。できれば継続して正規の委員とし

て１人、大学生の方の参加を希望します。 

（ぬかが委員） 

私、委嘱なのか、場面場面で来ていただくの
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かというのは、会長・副会長と事務局の判断

で、どちらでもいいと思っています。 

宮本会長が提唱しているユースカウンシルの

若者の政治参加・社会参加・行政参加の取組み

が全国に広がっています。そういう中で若者の

まちサミットというのをやっています。先日、

私もそれに参加をし、ちょうど本日午前中もそ

れに関して議論したので、後ほど意見を言おう

と思っていました。先ほどの報告でもあったよ

うに、定住とかいろいろなことを考えた時に

も、若い人たちがそれこそやりたいことがやれ

る成功体験もそうだけれども、成功体験を積み

重ねて、足立区っていいところだよね、もっと

つながっていきたいね、って思える人を増やし

ていくというのが大事だなと思っています。そ

ういう取組みを知っている方々にもオブザーバ

ーでも参加をしていただけるといいかなと思い

ました。 

若者のまちづくりサミットの中心メンバーが

足立区の選挙管理委員になっているなど、いろ

いろなことで若い人たちを一生懸命呼び込んだ

り、みんなで頑張ろうよという流れの中で、足

立区に関わってくださっている人もいる。そう

いう人をオブザーバーとして参加というのもい

いかもしれません。今お話ししたことも考慮し

て相談していただけるといいなと思います。 

（宮本会長） 

去年の４月にこども家庭庁がスタートして、

こども基本法ができて、明確に子ども・若者の

意見の聴取と、そして参画がうたわれるように

なりました。こども家庭庁は審議会の中に大学

生が２人も正規の委員として入っています。ま

た、部会の部会長が１人、２５歳ぐらいの人に

なったり、様変わりしている状態ですので、そ

ういう意味ではこちらも考えたらいいと思いま

す。これだけ議論していると、せっかくの貴重

な時間がなくなりますので、大体今お話を伺っ

たことを元にして、事務局と会長・副会長で相

談して適切な方に参加していただくことにした

いと思いますがよろしいでしょうか。 

        （異議なし） 

（宮本会長） 

ありがとうございました。 

（秋山委員） 

今日、私がお配りした持ち込み資料をご覧く

ださい。今年の１月８日に商工会議所が人口ビ

ジョン２１００を岸田総理に提出したお話がニ

ュースで流れたので、自分も資料を見たとこ

ろ、少々衝撃を受けたところです。グレーの枠

と黄色の枠は私が付けたのですが、この上の枠

が今までの１００年で、黄色い枠がこれからの

１００年です。どんなに出生率が上がっても、

下がっていくのは変わらない。これから先は未

来のことを考えるにあたっては、どんどんサー

ビスを追加していくということばかりではなく

て、既存のものを閉じるとか、整理してやめる

ということもセットにして考えなければいけな

いと思っています。やはり人は前向きなことを

考えようとすると、どんどん追加する傾向があ

る。このような前向きな会議ではなかなかやめ

るということを話しづらいのですが、これから

先の時代は、どんどん閉じて整理したり、自前

で持っているものを共有していったりという時

代に変わっていくということを私たちも念頭に

置いて、将来のことを話していった方がよいと

考えています。 

自治会などは今加入率が下がってきて、これ

からどうしようという話が出ていますが、だか

ら若い人にまた入ってもらって、従前の組織を

維持していくというのではなくて、では違う組

織というか、違うつながりを作っていこうとい

うことを考えていったりしなければいけないの

ではないかと思っています。今やっていること

でやめることとかも積極的にここで議論し、今

後、区が例えば施設を閉めるなりする時にも、

この基本政策が決まっているから閉められるね

というふうにしてあげられたらなと思っていま

す。 

（宮本会長） 

「閉める」ということで、具体的に構想して

いることはありますか。 

（秋山委員） 

私は田舎の出身なので、例えば文化ホールな

どは県に１個しかなかったりします。足立区で

すと、至近距離に○○ホールと名前が付くもの

が結構たくさんあるなど、すごく豊かなところ
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だと思いますが、維持費はどうなのかなとか、

そういうふうに思ってしまう。やはり人が減る

ということは、お金も減っていくことなので、

今後はそういったものは施設の維持費を減らし

ていったり、兼ねていったりしなければいけな

い時代に、発想をゴロッと変えないといけない

と私は思っています。 

（宮本会長） 

ありがとうございました。 

（岡安委員） 

今ご意見があった公共施設の再配置というの

は、本当に大事な話です。これはやはり５０

年、１００年という単位で見て、しっかりと先

進市・県の事例を取り込んでいく必要があると

思います。一時期、例えばプールや図書館など

も、広域で見てもいいのではないかという議論

もあったのですが、なかなか難しいところもあ

ります。やはり公共施設というのは一番お金が

掛かるところですので、これはしっかりやって

いく必要があると思っています。 

その上で先ほどお話があった、孤立・孤独、

くらしや仕事に困っている人への支援。ここは

本当に今足立区において、特に若い人のそうい

う状況が増えています。小中学生も不登校が増

え、また引きこもりも増えています。引きこも

りに関しては、少なくとも外に出ていける人

が、ウェルビーイングとか主役というところに

ついては、今はなかなか難しいのかなと思いま

す。というのは、お一人様のカラオケとか、焼

き肉なんていうのが流行っていますが、足立区

のいろいろな行事とか、住区センターとか、１

人で行くというのがなかなか勇気的に難しいか

もしれません。住区センターなど１人ではなか

なか行けないよなという状況だと思います。ま

た、イベントも１人で行くのにふさわしいイベ

ントというか、気軽に行けるイベントが少な

い。人の目もあるのでしょうけれども。この孤

立・孤独対策を、特に男性なのですが、本当に

真剣にいろいろ考えて、何がいいかというの

は、今は具体的には言えないのですが、基本計

画の中にここは少し柱立てしてやっていかない

と、誰もが主役というのはなかなか難しいかな

と思います。ここは非常に大事だなと感じまし

た。 

（宮本会長） 

ありがとうございます。今の岡安委員のご発

言に関連して何かございますか。 

（渡部委員） 

今のお話、まさにと思っています。若者目線

で考えると、安心と活力の場合に、活力にどう

しても目が行きがちで、若い人にどう活躍して

もらうかという方に目が行きがちです。逆に言

うと、２３区一番の高齢化ということは、既に

高齢者には住みよいまちを達成しているとも言

えると私は思っています。高齢者の安心はある

程度確保できている。長く住み続けたいと思っ

ている方が多いという一方で、若者がそう思え

なくて出ていくということは、若者の安心って

何だろうって考えてみると、今、岡安委員がお

っしゃったように、若者の就業の安心とか、生

活の安心とか、そういったところに目を向け

て、何かの施策を作るということもとても大き

な意味があるかもしれないなと、今聞きながら

思いました。 

（笠井委員） 

ものをなくしていくという部分は確かにそう

だと思います。そして、それだけではなく、や

っぱりその工夫をして、続けられるものはある

と思います。それを同時に進めてみてはどうか

と思いました。今はやめていくばかりが目立つ

世の中なので、工夫をして続けられるかという

議論も忘れてはいけないなと思いました。 

あとは一人暮らし、引きこもり。これは中学

生にもいますが、そういった場所を提供するこ

とも学校関係では結構尽力して、学校なり教育

委員会なりにお手伝いをしていただいて、今年

予算が付いて、ちょっとずつ広げられていると

いう現状が今はあります。先ほど副会長が言わ

れましたが、引きこもりの方に対してのアプロ

ーチとして、ネットというものがこれだけ今広

がってきて、いろいろな形でＰＴＡ活動や町

会・自治会などにＩＴ化の波が来ています。そ

れはやはり活用すべきではないかと思います。

それをいかに足立区、行政がどうフォローでき

るのかという部分を、もっともっと考えていく

段階に来たのではないかと思いました。 
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（宮本会長） 

ありがとうございます。この増やす部分も考

えるべきということで、このことについても、

具体的に何かあれば一つぐらい上げていただけ

ますか。 

（笠井委員） 

増やすということではなくて、今良いものを

いかに継続して広げられるかという考え方で

す。現にやっているわけですから、やめるかも

しれないっていう間の部分を切るのではなく、

そこを模索して良いものは残していくというこ

とも大事ですねという話です。 

（小栁委員） 

皆さんの意見を聞いていると、結構子育て世

代とか若者とかを定住させようとか、留めよう

という政策に結構力を突っ込んでいこうという

雰囲気を感じます。私も子育て世代の一員なの

ですが、私の感じていることとすると、結構最

近かなり子育て支援というのは手厚くなり過ぎ

と言ってもいいぐらいになってきている状態

で、逆に肩身が狭いというのがあります。つま

り、少ない子育て世代に重点的にいろいろな資

源が投入されることによって、その他の人たち

が結局放っておかれているとか、子育て世代に

搾取されているとか、そういうような関係が生

じてしまうことをちょっと心配しています。そ

うすると逆に、心理的に暮らしにくいというこ

とが発生し始めてしまうので、そのバランスを

上手く取ってほしいなと思います。 

（笠井委員） 

ＰＴＡ活動でも同じようなことが起きていま

す。要は会には参加していない親御さんが、子

どもさんはどうするのかという話がよくありま

す。会費を払っていないから、卒業式の花を出

せないとか、そういう考えも結構あります。お

金を出していないから肩身が狭い。だからその

時だけ払うといわれる。そういう考えではいけ

ないなと僕は思っています。全体的には会に入

会しているのは親であって、子どもとは全く関

係ない。これは会員ではなくても、分け隔てな

くＰＴＡがそこにお祝いとして出したという感

覚でいてほしいと思っています。それは行政に

も関わってきまして、みんなで集めた税金の使

い方なわけですから、これは根本的な考え方が

ずれているから、何か威圧的に考えたり、子ど

もがいない家庭がいけないんだみたいなふうに

考えること自体が間違っている気がします。 

（小栁委員） 

その考え方が間違っているかどうかは別とし

て、そう思う人たちが多くなってくると、相対

的にこちらの肩身が狭くなるということです。

私自身の考え方とか受け取り方は、私がコント

ロールできますが、その他の人たちの考え方と

いうのはコントロールができないのでというの

が趣旨です。 

（笠井委員） 

そうですね。受けている側がそう思うという

のは、確かに大事なことかもしれませんが、で

も基本的には助け合いをしているのだというと

ころが、皆さん忘れがちのような気がします。

助け合うということが根本にあって、それでい

ろいろな行政のことがなされていると僕は思っ

ています。それを家庭でもそうですし、学校で

もそうですし、会社でもそうです。そういった

部分の教育というか、言葉というのが足りてい

ないのではないかと最近肌で感じます。あまり

それを考えるような思想とか感覚というのが広

がってほしくないなと常日頃思っています。 

（片野委員） 

今のお話を聞いていて、私たちの団体は女性

もシングルの方たちがいらして、やっぱり子育

て世代ばかりだよね、私たちは税金を払うだけ

払って、リターンはないんだ、みたいな話をさ

れる方もいらっしゃいます。私はその時に、や

はりこの後国を支えていく人たちを育ててもら

っているという考え方をやはり持たなければい

けないと思っています。決して肩身が狭い思い

などすることはなくて、堂々と。子どもは国の

宝だという言葉があるわけですし、その一方で

やはり公を充実させることが全ての人にリター

ンがあるという考え方もあります。 

先ほど公共施設の話が出ましたが、足立区の

ホールの抽選会の取れなさはすごいです。決し

て足りていません。土日は本当に取れない。本

当はもっと作ってほしい。発表の場、活動の場

ということでは場がいるわけですので、やはり
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そういった意味では、例えばもちろんマクロの

目で見ていけば、重なっているところがあるか

もしれません。そういったものはやはり統合し

ていったり、もっとより良い施設を作って他は

なくしていくということがあるかもしれませ

ん。やはり大きなホール、足立区にはフルオー

ケストラが入るホールがございません。ですの

で、そういったことからやはり皆さんが活動を

するのに場が必要なので、場の充実と活動をす

るためのお金が掛かりますので、そのお金をど

うしていくのかということは一緒に議論されて

いくべきではないかと私は思います。 

（渡辺委員） 

今の公共施設の話ですが、２０年ぐらい前に

足立区では学校を１校作り直すのに２０億円、

２５億円でした。ところが、今は５０億円から

６０億円掛かるようになってしまいました。わ

ずか１０年ぐらい前に、足立区の３６０の公共

施設を全部建て替える、または改築する、長寿

命化を図るのに２，４００億円ぐらいのお金が

掛かるだろうと言われていましたが、今は４倍

で９，６００億円ぐらい掛かるようになりまし

た。そうなると、片野委員からご発言があった

ように、公共施設をどう考えていくかというの

はとても重要であり、足立区では公共施設のマ

ネジメント計画を作って、今一生懸命やってい

ます。ただ、象徴的な出来事が今回ありまし

て、綾瀬小学校と東綾瀬中学校を建て替えるの

にプレハブを作りました。これで二つの学校は

完了しますが、もう一つ東淵江小学校の建て替

え。これは自校内でやる予定でしたが、それが

できなくなった時の可能性も考えなければいけ

なくなって、そのプレハブを使うか、それとも

自校内でやるかという議論が今議会で行われ

て、綾瀬の地域でも大きな問題となっていま

す。 

このことはすごく象徴的で、ではそのプレハ

ブはその後どこで使う予定だったかというと、

綾瀬のエリアデザイン、再開発のために使って

いこうという話だった。もし東淵江小学校の自

校内での改築ができなくなった場合、そのプレ

ハブを使うとなると、綾瀬の再開発が遅れま

す。そうすると、綾瀬にお住まいの方々のこれ

までの期待や、その開発が遅れることによって

生じる経済波及効果の減少。こういうことがあ

ると思っているので、その象徴的な出来事を捉

まえて、私たちは公共施設のあり方を考えてい

く必要があります。 

また、例えば千住も５０年ぐらい経っている

学校がたくさんあります。それらを改築する時

に、その改築をどういうふうにするのかも大き

な課題です。更に先ほど片野委員がおっしゃっ

た「発表の場」を考えた時には場所も必要。次

に千住地区では、常東小学校の改築をしなけれ

ばいけない。駅から至近のところです。そうす

ると、単にそこの施設を改築する際に、小学校

という機能だけで捉えるのか、それとも区全

体、駅に近い非常に重要な拠点の公共施設と捉

えて、もしかしたら高層化までして、学校だけ

ではない機能を捉える。そういうことをしなが

ら、長く使える公共施設のあり方。スマートシ

ティの考え方もありますが、そういうことを足

立区の中に総合的に捉えて、区民の皆様のニー

ズと合わせて行っていくことが重要だと思って

います。 

（宮本会長） 

いろいろまだご意見がこれからあると思いま

すが、ここで一区切りをして、もう一つの議題

がありますので、そちらに移りながら、ご意見

があればその時にまとめてお出しいただければ

と思います。今回出された意見は事務局で記録

されていますので、各分科会に引き継いで、次

回ご検討をいただきたいと思います。 

 

３ 次期計画の方向性に関する意見交換 

（宮本会長） 

では、事務局から資料の３と４について説明

をお願いいたします。 

（伊東 基本計画担当課長） 

まず資料３をご覧ください。今後の討議の進

め方、流れの説明です。本日が資料の左に下に

ある第２回全体会となります。その後、新しい

基本計画の方向性のテーマ、新しいものについ

てご意見を賜りたいと思っております。この

後、２月と３月に分科会がそれぞれございま

す。その分科会では、各施策のところで様々な
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ご意見がございました。これについて更に深掘

り、ブラッシュアップをするような議論の進め

方をしていきたい。そして、第３回の全体会で

すが、こちらは各施策に関わる大きな方向性に

ところについて再度ご議論いただく。そして第

４回では答申をいただく形になりますので、そ

の答申案のご検討をいただく形で進めていけれ

ばと思っています。全体会は大きな流れになり

ますが、分科会の中では各施策についての細か

い検討。その議論の積み上げで今後進めていけ

ればと考えているところです。 

そして資料４をご覧ください。こちらはこれ

までの足立区の取組みに加え、次期基本計画で

掲げるテーマとして、案を作らせていただいて

おります。第１回目の全体会の際に、次期の基

本計画についても、安心と活力を高めていくと

いうところは変わらない。区の普遍的なテーマ

であるので、ここは中心に据えていく話になる

とお話をさせていただきました。そして安心と

いう分野については、今日のご議論にもあった

ように、一定程度のメニューが整っているの

で、それを磨いていくですとか、よりブラッシ

ュアップをしていく。もちろん単身の高齢者の

ケアというところは新たに取り組まなければな

らないのですが、基本的にはこれまでの安心を

高めていくメニューとして挙げてきたものを、

更に磨いていくということだと思っています。

一方で、活力については、まだまだ至らない部

分もあるのではないかというのが、これまでの

ご議論であったかと思います。もちろん活力と

いうものの中には、エリアデザイン・まちづく

りの話ですとか、経済活性化をしていって、そ

れによって区内の活力を高めていくという視点

もございます。それはもちろん現行計画にも入

っていますし、引き続き区としても取り組まな

ければいけないテーマなのですが、先ほどのご

議論にもありました活力。特に若い世代、子育

て世帯の活力を高めていくにはどうしたらいい

のかというところが、今この計画の中では特段

強くうたわれている部分がありませんので、こ

こは新しく加えていきたいと思っています。 

資料の左上。足立区の現状と将来と書かれて

いるところですが、先ほど副会長からお話があ

りましたが、高齢化が進む一方で、足立区は若

い方々が入ってきているのですが、すぐに出て

いくということで係留地になっているという現

状がございます。この方々がいかに定住をして

いただくか。その中で足立区をステージとして

活躍していただくためにどうしたらいいのかと

いうのが、右側の図になります。一つキーワー

ドとして、ウェルビーイングを高めていくとい

うことを掲げさせていただきました。ウェルビ

ーイングとは、生活満足度の高い状態。ある特

定の分野だけではなくて、肉体的・精神的・社

会的にも満たされた状態。ここを高めていくこ

とが必要なのではないかということでございま

す。これはこれまでの分科会の中でのご意見を

通じて出てきたものをまとめたものでございま

す。 

ウェルビーイングを高めていくためにはとい

うことで、人々のポジティブな感情を高めてい

くとか、人々の関係性を作っていくとか、達成

感を高めていく。いわゆる自己決定をしなが

ら、自分の行っていきたいことを高めていく。

進んでいく。自己決定をしていくというところ

が非常に大事なポイントで、そのあたりが住ん

でいただく方の生活の楽しさ・満足感につなが

っていくという考え方でございます。 

合わせて、本日お配りした資料５をご覧くだ

さい。これは国が、生活満足度、生活の質につ

いて調査した結果です。どういったものが国民

の生活満足度を高めていくかが現れた調査で

す。生活満足度を高める要因はたくさんあるの

ですが、一番生活満足度が高まるものは、その

方の生活が楽しい・面白いと感じるところが一

番寄与度が高いといった結果が出ています。私

どもとしては、生活の楽しさ・面白さというと

ころを何とか高めていければと考えているとこ

ろです。 

そのために先程来ご議論もありましたが、や

りたいことがつながるまちというところを目指

していきたいと思っています。やりたいことを

自己決定し、実現をしていく過程というところ

で、達成感ですとか、その中で人々とのつなが

りも持ちながら達成していくというところが、

いわゆる生活の満足度を高めることにつながっ
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ていくと考えられますので、そのあたりを各施

策の中で支援をしていくということが、今後非

常に重要なポイントではないかと思っていま

す。周囲を巻き込みつながりを目指していく。

やりたいことでつながることで、関係する人や

活動する範囲が具体化していくというところ

が、ひいては区全体の大きな活力につながって

いくと考えられます。今現在、コミュニティを

持っていない単身の方々も、こういった活動が

区の中でいろいろ広がっていけば、そこに参加

をしていく。つながりを持っていく機会自体が

増えていくことになりますので、ご自身のやっ

ていきたいことにチャレンジしていくという機

会が増えていくのではないかと思っておりま

す。そのような循環を生み出すことで、足立区

が様々な方々の活躍のフィールドになっていく

ことにつなげていきたいと思っています。一定

程度若い方々を中心に、地価の安い郊外に出て

いくことは避けられないことかと思いますが、

足立区に滞留している間に様々なつながりを持

ちながら活動をしていただくことで、足立区を

出ていった後も活動のフィールドとしては足立

区を選択する一方、引き続き足立区に残ってい

ただく方は、足立区の中で盛り上げていく活動

を続けていただく。そういった機会や場を行政

としては整えていくことが必要なのではないか

と思っています。このあたり、次期の基本計画

の中にはきちんと明記をしていきたいと思って

います。 

繰り返しになりますが、当然このことだけで

区の活力が高まっていくわけではなくて、まち

づくり、ハードの部分を含めてのところも併せ

てしっかりとやっていく。ソフトの部分の考え

方も加えていきたいと考えているところです。

ご議論のほどよろしくお願いします 

（宮本会長） 

資料のご説明ありがとうございました。それ

では、今ご説明をいただいた資料を基にして、

次期計画の方向性などについての意見交換を行

いたいと思います。意見は事務局で付箋に記載

して模造紙に張り付けていただくことになりま

すので、できるだけ多くの方にご発言をいただ

きたいと思います。その場合、できるだけ短い

時間で簡潔に表現していただけるとありがたい

です。時間は４０分ほど取っていますので、そ

の中でよろしくお願いします。 

（山下（友）委員） 

資料５を見ると、ウェルビーイングを高める

ということで、その要因について示したデータ

があるのですが、この年齢別結果はどうなって

いるのでしょうか。 

（山﨑 基本計画担当係長） 

こちらは内閣府の調査データを使用していま

して、基本的には特定の年代を抜いたものでは

なく、１０代から７０代以上までの方全てが入

っている状況です。 

（山下 友美委員） 

このデータを足立区でとることは可能なので

しょうか。例えば、足立区の若者が入ってくる

率は高いけれども、出ていく率も高いという理

由が分かるものなのでしょうか。 

（伊東 基本計画担当課長） 

２年前に足立区の転出入に関するアンケート

というのをやっていて、転入してきた方に加え

て、転出した方もその後追い掛けてアンケート

をとらせていただきました。転出された方の理

由としては、「住宅事情」が一番大きいです。

どうしても子どもが増えてきて、足立区の中で

は手狭になってしまったので、郊外に出て広い

家を買うというのが理由として大きいところが

ございました。区としてはこの部分については

避けることができない、行政として手出しがで

きない部分であると正直思っています。それ以

外でも足立区でなかなか自己実現が難しいとい

う話も一方で出てきていましたので、生活が楽

しくなっていくというところを盛り上げていく

という視点が非常に重要だと思っていまして、

今回この案を作らせていただいています。 

（山﨑 基本計画担当係長） 

先ほどの内閣府の調査の年代別のところです

が、こちらの数字自体は１０代から７０代以上

全て入ったものではあるのですが、各年代で区

切って同じように集計を掛けたところでも、基

本的には同じ傾向が出ています。 

（宮本会長） 

満足度に関しては、年齢に関係ないという結
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果ですね。 

（野沢委員） 

実は、先の土曜日に３００世帯ぐらいあるマ

ンションの餅つき大会がありまして、そこでこ

の話に関連したことを聞きました。足立区は転

入する人も多いけれども、転出する人も多い

が、なぜだろうと。そこでの話としては、足立

区で生まれ育った方は比較的ずっと定住してい

く。一方で転入してきた方は、転出してしま

う。結論から言うと、ふるさととか、思い出と

か、そういったものが強く印象にある方に関し

ては、やはり定住する傾向がある。一方でそう

いったものがないドライな方。職場に近いから

足立区に住んでいるとか、子育て施策がいいか

ら足立区に住んでいるとか、そういった方に関

しては転出する傾向があるのではないかと思い

ます。従って、この生活の楽しさ・面白さと関

連するのですが、思い出とかふるさと意識と

か、そういったことを作れるようなまちにする

と良いのかなと考えます。 

（秋山委員） 

私は今までの話からもずっと思うのが、世代

間の交流の少なさについてです。例えば、子育

て世代は子育て世代で固まってしまって、どう

してもエコーチェンバーという自分たちの考え

が強くなってしまうという傾向がどうしても多

いのかなと思います。昔ながらの自治会のいい

ところは、人と人が顔と顔を見合わせて、いろ

いろな世代の人同士で話し合えることですよ

ね。デジタルは自分が話しやすい人とだけ集ま

ったりする。その一方で、同じ考えを持ってい

る人とかは、どんどん遠くでも情報が行ったり

する。だからいいとこ取りをしていかなければ

いけないと思っています。 

北千住の街は秋葉原と同じぐらい人の流れが

ある街ですけれども、コロナということもある

のですが、ちょっとイベントとかが少なくて寂

しいなと思っています。千住は飲み屋街の街で

あり、その飲み屋のいいところとはいろいろな

世代の人が集まって話したりすることだと思っ

ています。単身者の方がどこで社会とつながり

を持っているかというと、会社以外では飲み屋

さんとかしかないと思います。だから案の中の

ウェルビーイングを高めて、やりたいことがつ

ながるまちとは、ここに子育て世代じゃない人

がどうつながっていくのかというと、飲食店だ

ったりイベントなんかに参加して、自分の知ら

ない人とつながることじゃないかと思うので

す。アナログなイベントをもっと、多世代の人

がつながりやすいようなイベントをいっぱいや

っていった方がいいかな。自分もいろいろな世

代と知り合いになりたいので思っています。 

（岡安委員） 

事務局からの提案を聞いて、非常に面白い視

点だなと思いました。こういうのが今度の基本

計画に盛り込むというのは、なかなか他の区市

でも見ない良い考えだなとも思うのですが、一

方で大変難しいテーマだなとも思いました。基

本計画にこういう文章を入れるのはやりやすい

し、基本計画っぽいのですが、基本構想ではな

いので、もう少し具体的なものを盛り込まなけ

ればいけないのではないかと感じています。具

体性を上げるためにどうするのかなという点に

ついては、もうひと知恵必要かなと。例えば、

スポーツや教育・文化・芸術的なものに落とし

ていって、満足度を上げるにはどういうことが

必要なのか。そこにイベントも入ってきたりと

いうふうにするのか。 

例えばですが、やりたいことの実現。ポータ

ルサイトと言って、そういう専用のホームペー

ジを作ったり、やりたいことの検討プラットフ

ォームというようなものを、ＮＰＯや各種団

体、区民の代表が常に集えるような、そういう

新たな場所を既にあるところを活かすのか、こ

の本庁舎の２階とか、新たな箱を利用するの

か。何かそういったものまでも考えて入れ込ま

ないと、基本計画としては概念的な話だけで終

わるのではないかと思いました。もう少し皆さ

んのご意見を聞きながら、具体性があるところ

も掘り下げていって、基本計画に入れる必要が

あると感じました。 

（片野委員） 

実は横浜市からの転入組です。足立区にはか

なり長く住んでいまして、気が付けば４０年ぐ

らい住んでいます。なぜ住み続けているかとい

うと、やりたいことが実現できたからです。そ
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こに尽きるのです。なぜ足立区にいるのかとい

うと、やりたいことがたくさんある街だからと

答えています。この「活躍のフィールドにな

る」というのは、本当に実感しております。私

の時はそういう起業支援とか知らなかったの

で、自分でやりましたけれども、人の力を借り

ればできる方は必ずいらっしゃると思います。

そういう方たちを育てていくというのが、一つ

具体的なものとして計画の中に盛り込まれれ

ば、具体的に見て、ああ、ここに行けばこうい

うことを支援してもらえるんだ、っていうこと

ができるようなネットワークがあれば、その人

たちも残っていくのではないか。足立区で勉強

した学生は多いですから、その先、ここで起業

してみようという方ができれば、ある程度定住

していただけるのではないかと思います。 

（秋山委員） 

片野委員がおっしゃったような起業支援をや

っている足立区の素晴らしい取組み「あやセン

ターぐるぐる」というのが秋から始まりまし

た。あのような取組みをもっと進めるべきでは

ないでしょうか。１月１日の広報に載っていた

ので持ってきたのですが、これが綾瀬だけでは

なくて、全部の区民に伝わり、ちょっとやりた

いと思ったことを応援してもらえるのが足立区

なんだなというのがもっと広まるといいなと思

います。千住はやっぱりこのような元気はない

なというのを住んでいて感じます。もうちょっ

と頑張りたいと思います。あとはインスタグラ

マーで、足立区の飲食店だけを紹介して、１万

人のフォロワーがいたり、公ではなく、民の方

でもかなり足立区に貢献している人がいっぱい

います。そういう方をアンバサダーとして公認

し、後押しをするというのも大きな力になるの

でないかと思っています。 

あと足立区浴場組合でイベントをやっている

のですが、浴場組合自体、一介の営利団体であ

るため、なかなか区の方で公式に宣伝していた

だくことがお願いできない。敷居を下げて協力

をするとか、そういう姿勢もいただけるとうれ

しいなと思っています。 

（遠藤委員） 

商工会議所では目標・課題というのを、必ず

長期・中期・短期で明文化して出します。毎年

その短期の目標というのは、年の目標として必

ず出します。その時に、どういうものをベース

にしているかというと、経済的な問題や経営の

問題、コアＣＰＩと言いますが、基本的な経済

の数値というのを出して、足立区なら足立区の

その数値というのを徹底的に調べて、それに基

づいてこういう計画を出しています。その時に

この年度でどれぐらいできたのか。どれぐらい

できないのかというのを年度が終わった後、ち

ょうど３月になるとやります。その時にまずや

ることは、ＲＯＩといって費用対効果というの

を必ずやります。その時に出した費用でどれぐ

らいの効果が得られたのかをやるのです。そう

いう時に必ず出てくるのが、先ほど秋山委員が

提出されたこの人口動態。この人口動態に基づ

いたものがベースにいつもなっています。この

人口動態によっていろいろな政策や施策が違っ

てきます。簡単に分かりやすく言うと、街とか

都市をつくるのですが、その時に人口がどれぐ

らいの見通しで、どのぐらいの経済効果が生み

出せるのかということを必ずやります。その時

に、どういうものになっていたらいいのかとい

うと、ＤＸを進めましょうとか、ＳＤＧｓを進

めましょうとか、必ずそういうものが計画の中

に入ってきます。 

合理化をどんどん進めていくのですが、どう

いう方法でやったらいいのかというと、スマー

トシティとよく言われる。小さなまちにする。

人口動態に応じて街の規模を合わせていく。そ

ういう形を取ります。その時にそういうことを

やるのに、何が効果的にできるかというと、テ

クノロジーを使わなければいけないと今は言わ

れている。ではテクノロジーをどういうふうに

使ったらいいのかという時に、それも課題にな

る。都市をつくるには、そのノウハウを持って

いる業者や行政でないとできないということに

なってくる。では日本でどういうふうになって

いるのか。現状どうなっているかというと、東

北の地震の時の災害の後の復興は、ある程度は

外国の会社が全部を握っていた。電力から水道

からガスから何から、まちづくりにシステムと

して入ってくる。そのシステムを日本版ででき
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ないかというので、日本のゼネコンなども取り

組んでいます。 

私の後輩が清水建設にいるのですが、すぐに

能登の方に入っていって、それをやっていると

聞きました。システムとしてしっかりやった方

が形としてはいいのですが、全て握られている

ことをデメリットとして考えておかないといけ

ない。ただただ全面的にいろいろな要求に応じ

てやることは、多分社会コストがすごく掛かる

ことになるので、その辺のところは商工会議所

として一言申し上げておきたいと思います。 

（ぬかが委員） 

テーマの中心に出ている、やりたいことがで

きるまち。誰もが主役になれるまち。自己実現

ができるまちというのは、本当にそういうまち

だったらいいな、目指せることだなと思ってい

ます。何よりいいなと思っているのは、多分多

くの人に受け入れられるのは、全体主義的にこ

うしなさいよ、ではなくて、一人ひとりにとっ

てこういうまちだよねと思えること。個に光が

当たっているスローガンということで、非常に

いいなと思っています。ではなぜ今できていな

いのかという現状分析をした上で、何を変えな

ければいけないのか、できていない原因がいろ

いろなところにあるだろうと思っています。そ

こが基本計画の具体化につながっていくのかな

と思います。 

やりたいことができない原因はハード面もあ

れば、先ほど発言があったように、外に出るこ

とができない人の問題もある。本当にいろいろ

だと思う。そこをどう改善していくのかが基本

計画づくりの議論として出てくる。共に、良い

ところを生かすという前段の議論の中であっ

て、本当にそうだなと思っています。先程、施

設の再配置関連の議論がありました。国から公

共施設の総合管理計画を作りましょうというこ

とで、再配置やコンパクトシティ化を打ち出さ

れたのは、今から１５年、２０年ぐらい前で

す。コンパクトシティ化、再配置の度に関連し

て中心で言われている一つに施設の複合化があ

ります。足立区には、国から言われる前から、

高齢者の施設、子どもの施設、集会所の施設と

いったものを一体化した施設が各所にありま

す。これはまさに足立の良さです。建物は古い

ですが、在り方としては先を行っていた施設だ

ろうと思っているので、そういった足立区の良

さを活かしながらやっていくというのが大事な

のではないかと思っているのが１点です。 

また、とりわけどこにターゲットを置くかと

いう点で、こども基本法の流れの中で言われて

いるように、小さな子どもだけではなくて、中

高生、大学生も含めた子どもの意見表明。いろ

いろな社会参画というのがすごく言われてお

り、そこが要かなと思っています。若者のまち

サミットに参加していた高校生とかの発言を聞

くと、すごいです。目がキラキラしていて、こ

のまちが大好きで、このまちをどうしたら良く

なるか。町会のおじさんたちと一緒に考えてみ

たといって、実際にアクションを起こして、一

緒に作りだしている事例がたくさん全国で生ま

れています。やっぱりそこは大事ではないでし

ょうか。 

つまり、一般論でやりたいことを応援してい

くということで「あやセンターぐるぐる」はい

いと思いますが、「あやセンターぐるぐる」を

お金を掛けて各地に全部作れるのかというと、

おそらくはそうはしないと思います。だとした

ら、誰にターゲットを当てるのかというところ

で、若い人たちにターゲットを当てて、やりた

いことを応援する。そういう中でまちと一体と

なれる、そういう足立区を方向性として目指し

ていくのがいいのではないかなと、ずっと聞き

ながら思っていました。 

（宮本会長） 

基本計画を作るにあたってターゲットをどこ

に置くのかという話。これも一つの整理の仕方

だと思います。このあたりについても何かご意

見があればお願いします。ぬかが委員として

は、子どもや若者という若い世代にフォーカス

をするというようなご提案ですが、これはいろ

いろ考え方があると思います。そこらも含めて

ご意見をいただければと思います。 

（渡辺委員） 

今のぬかが委員のご意見には賛成するところ

が多く、マグマだまりみたいなものが足立区に

はあると思っています。例えば千住のボーイス
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カウトの方々。１０年前は１０人ぐらいで活動

をしていたのですが、今参加されている方は８

０人ぐらいに増えました。それはやはり活動を

されている指導者の方が大変な努力をされたと

いうこともありますが、それがあること自体、

千住の街で知られていなかったから、そこに参

加しなかったお子さんも多かったのではないか

と思っています。 

それから、先ほど秋山委員がおっしゃった飲

食店のことですが、ある千住のお店は、１０坪

もない小さいお店なのですが、そこでは若い

方々の交流があって、そのお店だけで３５組の

方が結婚されている。そこの店を知っているか

知らないか、そこに入ってそういうコミュニテ

ィに接したか否かだけで、そうした楽しい場に

参加できたかできなかったかということになっ

ている。最近は千住の宿場町通り商店街にもあ

るのですが、街灯の柱にＱＲコードが貼ってあ

って、お勧めの店が見れるようになっていま

す。それさえも知っている人とそうでない人

で、そういうことに参加できる・できないとい

うことがあるのだと思いました。 

つまり、この基本計画において、やりたいこ

とがやれるウェルビーイングを高めていく。ま

た、それが活力につながっていくような基本計

画を作っていくということの中で、それを埋め

込むとすれば、「やりたいこと」という一つの

キーワードで、皆さんがそこにアクセスをする

と、自分のやりたいことが分かる。そこにアク

セスできて、足立区に住んでいることの価値を

知ることができる。またはやりたいことがある

のだけれども、そのコミュニティがなければ、

自分がやりたいことって何だろうというのをそ

こに意見を投じてもらって、そうした参加の場

を作っていくことに行政が携わる。こんなこと

も基本計画に入れたらいいかなと思いました。 

（野沢委員） 

私は、片野委員のご意見に賛成です。資料４

を見ると、足立区が今政策転換をしようとして

いるのかなと感じています。足立区は基本的に

はトップダウン。上からみんなを助けてあげ

る。誰一人取り残さないという政策の下でずっ

とやってきて、それ自体すごくいいことだと思

うし、継続すべきことだと思います。ただ、一

方で生活の楽しさ、そして面白さにスポットを

当てた時には、やはり片野委員がおっしゃった

通り、自己実現、自分のやりたいことができ

る。そういったことが大切だと思います。今後

はＮＰＯ、学生サークル、そういった何かやり

たいことがある人に対してサポートをする。そ

ういった政策が必要なのではないかと思いま

す。 

私も会社を作って、結構大変だったのです

が、登記が終わって、登記証明書とか見ると、

ああ、良かったなと思う。満足感がある。トッ

プダウンは必要なのですが、ボトムアップも。

やりたいことがある人に対するサポートをセレ

クトして挙げるべきだと思います。 

（宮本会長） 

足立区が政策転換をしているように見えると

いうのは、ボトムアップに転換しているという

ことですか。 

（野沢委員） 

トップダウンで誰一人取り残さないというの

は必要だと思うのですが、それと同時に自分が

やりたいことがある人の満足度を高めるために

は、ボトムアップのサポートも政策として必要

だと思います。 

（宮本会長） 

そのあたりで分科会にて、小栁委員がプログ

ラマー、ＩＴ技術者の集まりのお話をしていま

したが、それを紹介していただけますか。 

（小栁委員） 

私は情報処理技術者として働いているのです

が、東京に限らず、日本国内にはいくつも情報

処理技術者のコミュニティが存在しています。

特に東京だと、西側に多い印象を持ちます。私

が所属しているのは、浅草のコミュニティなの

ですが、浅草のコミュニティだけでは少々寂し

いので、足立区にもコミュニティが欲しいねと

いう話を、足立区に住んでいるエンジニアを見

つけてはしているので、今年あたり立ち上げた

いなと思っているところです。 

私も今までのことを振り返って、今でこそや

りたいことを割とやれているなと思います。そ

れを仕事にもできているし、充実している現在
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なのですが、そうでもない時期もありました。

それはどういう時期かというと、やりたいこと

が何もないなという時期。結局、やりたいこと

がある人を支援していくというのも重要なので

すが、結構多くの人が実はやりたいことってピ

ンと来ないなと思っている可能性が高いと思っ

ています。そのような時にどうやったら、やり

たいことがない人に対して、やりたいことを見

つけてもらうかとか、やり始めるのか。つま

り、やりたいことって実はやり始めないとやり

たくならないっていう、卵と鶏みたいなところ

があります。あらゆる人に何かをやり始めるき

っかけみたいなものを注入してあげるイベント

というか、フックというか、そういったものを

支援してあげるというのは、かなり重要なのか

なと思います。思いもよらなかったものが、自

分がやってみたら結構はまってしまったという

こともあると思いますので、区の中でいろいろ

な人がやっていることのカタログ化というか、

そういうのも必要です。そのカタログの中から

例えばランダムで、あなたにこういうものが向

いているかもしれません、みたいな、招待状み

たいなものを送る。触れてみたら良かったみた

いなこともあるかもしれない。活性化という意

味では、火種になるようなポイントというのを

いくつも作ってあげないと。今、既にやりたい

ことがある人は自走していると思うのですが、

エンジンを回し始める部分をもうちょっとやっ

ていくといいのかなと思います。 

（宮本会長） 

もともとの職住分離がずっと進んでいて、家

は寝るところっていう状態だったものが、次第

に変わってきている。小栁委員のような情報処

理系の方たちが、職場とはまた別に、住んでい

るところでコミュニティを作り、それが企業と

関わりながら何かがやれるのではないかという

お話でした。そのような傾向はすごく強まって

いるという感じがします。それをどんどん発揮

できるようになってくると、活力とかそういう

部分が違ってくるのではないかという感じがし

ます。 

（山下 友美委員） 

秋山委員、小栁委員が言っていたことと同じ

ことなのですが、先日地域おこし協力隊による

イベントがありまして、連日参加しました。全

国の都道府県の若い方たち、２０代から４０代

の方たちがそれぞれの町・村に対しての熱い思

いをアピールする場所です。それがとても活気

づいていて、悪いところや恥ずかしいところも

出す。こういうところはこうだけど、やっぱり

ここがいい、と。そこに移住している方も多

い。今、ＹｏｕＴｕｂｅｒやＴｉｋＴｏｋｅｒ

などのＳＮＳが流行っており、足立区が本当に

大好きで拡散している方たちっていっぱいいま

す。近くにこういうお店とかがあるんだという

ことをＳＮＳを通じて知る。足立でも、ときめ

きとかで紹介をしている。若い子たちは紙媒体

を見ない時代でもあって、そういうものも活用

するのはどうかなと思います。良いことも悪い

ことも若い子たちの目線で見てもらう。高齢者

の方はＩＣＴに不慣れの方もいるし、紙媒体の

方が分かりやすいというのがあるとは思います

が、若い人たちと高齢者の方たちのつながりで

やる。お店の紹介を若い子たちにしてもらえ

ば、盛り上がるかもしれない。シャッター商店

街も多いですが、活気づくのではないかと思い

ました。 

地域別で作っていって、Ａ－Ｆｅｓｔａとか

でもそういうのを広げて、うちの地域はこうな

んだよというのをＰＲだったり、アピールだっ

たりして、足立区がモデルケースになって、東

京都でもそういうのがあってもいいのかなって

思ったりします。 

（宮本会長） 

山下委員が言われた若い人から高齢者が教え

てもらったり、また連携を取ったりというお話

と、先ほど渡辺委員から、あそこへ行くと、や

りたいことができるとか、これらはみんな同じ

ようなタイプの新しい試みですね。それも既に

いろいろな前例が全国で見られるのですが、そ

れをいち早く足立区がもっと集積するというよ

うな考え方かと思います。 

（渡部委員） 

いろいろな活動があるが、探せないという意

見を聞いて、確かにそうだなと思いました。本

当に知れば知るほどいろいろな方がいらして、
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とても素敵な活動がたくさんあり、でも探せな

いというのはすごく課題だなと私自身も感じて

いました。それは子育て中、子育て情報が見つ

けられない、みたいな。いろいろなところで情

報が見つけられないというのはよく感じたとこ

ろです。なので、たくさんある、それが見える

化できていないというのは、一つ課題なのかな

と聞きながら感じました。 

地域にこんなイケオジがいるとわかれば、こ

の人を目標にする、すごく楽しい人生になりそ

うだと自分の目標が見えてきたりする。それこ

そ、こんなすごい人がいるんだ、では頑張らな

くちゃ。私もこれやってみたい、みたいなこと

につながっていくと思う。やはり見えることは

すごく大事。いろいろな人たちの応援をするの

ももちろんとてもうれしいし、素晴らしいこと

だし、今後も継続してほしいと思いつつ、それ

をどんどんと「見える化」していくところにシ

フトをしていくのも、すごく面白いなと思いま

した。障団連の中でも本当にいろいろな活動を

している方がたくさんいて、もっともっと知っ

てほしい。でも、どうしたらいいのだろうとい

うのがすごくよく聞く話なので、同じようにつ

ながるなと思いました。 

（加藤委員） 

町会として言わせていただきます。ここに書

いてありますように、確かに町会の加入率が低

いとか、何をやっているか分からないとか、い

ろいろあります。町会的には子ども会から老人

会とか、あとは青年層・中間層ぐらいの青少年

育成会。その全部のことをやっています。とこ

ろが、今の社会的な環境、価値観の変化という

のがありまして、子ども会の数が激減していま

す。子ども会に入ってくださる方が少なくなっ

ています。老人会への参加者数も少なくなって

います。やはり町会の行事が新しくないのでは

ないか、新しいものを入れなければいけないの

ではないか、いろいろ工夫しているところで

す。コロナ禍３年間もありましたが、５月に５

類になりまして、ほとんどの事業を再びやるよ

うになりました。ところが３年間のブランクは

大きいものがありまして、参加人数が激減して

います。子ども会の行事についても、小学校単

位で団体がありますが、かつては３００人、４

００人が参加していたのが、１５０人と半減し

ています。 

やりたいことをやってくださる方は非常にい

いと思います。ところが、やりたいものに飛び

つかない。そういったこともあるのではないで

しょうか。無関心というか。そういった方々を

いかにして取り入れていくのか。そこが大事だ

と思いますね。例えば、以前子育てするなら足

立区と掲げたこともありましたが、それでも他

のところに移転していくことが多かったようで

す。今もそういった傾向にあるのではないでし

ょうか。子育てするのには学校施設の充実も必

要でしょう。家を持ちたいとなっても、地価が

安いから隣の八潮に行く、草加に行く。足立区

から流れているのは、草加・八潮・三郷、その

辺が多くなっていますから、そういったことも

あるのではないでしょうか。 

（岡安委員） 

先ほど、やりたいこと検討プラットフォーム

はどうかという例を挙げたのですが、実は数年

前に足立区は、この庁舎の２階にＮＰＯ団体や

ボランティア団体の資料を全部そこに置いて、

そういう人たちにも来てもらって、交流できる

場ということでプラットフォームを作りまし

た。ところが２年ぐらいで尻すぼみになってな

くなってしまいました。今２階にそのようなも

のはありません。やっぱり区の本気度とか、担

当もしっかりしていなかった。ただ、先ほどの

皆さんの意見を聞いていると、あれがあれば大

分そういうこともカバーできたのかなとも思っ

ています。 

もう一つは、皆援隊という講座を開きまし

た。これはＮＰＯとかボランティアに入るきっ

かけを作ろうということで、何かをやりたい人

を募ったら２００人ぐらいの区民が老若男女で

参加しました。ところが、皆援隊講座は５回ぐ

らいあったかと思いますが、受けた方たちがど

うなったかというと、４０％ぐらいの方が何ら

かのボランティアセンターのボランティアにつ

ながって、あとの人はそれで終わってしまいま

した。ボランティアセンターに行った人も、そ

こはボランティアの活動だけなのです。そこか
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ら新しい何か、やりたいことが実はあったかも

しれないけれども、１人ではなかなかできな

い。やっぱり既存のボランティア団体に参加す

ることで終わってしまっている。 

ただ、先ほどの意見を聞いていると、新たな

やりたいことがひょっとしたらあったのかもし

れない。意見を言って、それに区が合意して、

新たなＮＰＯやボランティア団体として出発で

きたのかもしれないなって考えると、あの皆援

隊も何となく尻すぼみになっている気がしま

す。やはり本気度とお金とをしっかり掛けない

と、やりたいことができるまち、主役になれる

まち、自己実現ができるまちというのはできな

いと思うので、ここはしっかりと区も本気度で

示してほしいと思いますので、よろしくお願い

します。 

（秋山委員） 

加藤委員がおっしゃっていた自治会の問題で

すが、ＰＴＡもそうですが、ＳＮＳとかホーム

ページとかが全くないものは、私たち世代にと

っては全くブラックボックスです。いろいろな

ことをなさっているということは、紙資料など

を読むととてもよく分かるのですが、ホームペ

ージやＳＮＳなどで発信されていないというの

は非常にもったいないと思っています。なの

で、ぜひＳＮＳやサイト・メディアなどを使っ

て、アピールしていただきたいと思います。 

また、自治体を紹介する番組が最近とても増

えています。私も以前公務員だったので、いろ

いろなつながりから勉強会に出ていて、いろい

ろな自治体の先進事例をよく見たりするのです

が、本当に今やるじゃん、この自治体、という

のが増えています。あだち広報が大好きなので

いつも見ているのですが、こういうデザインを

採用したところなどは、すごくやるじゃん、足

立区って思います。無色透明の区になってほし

くない。やっぱり若い人が、やるじゃん、足立

区、と思ってもらうようなリスクを取ってやる

区でいてほしい。チャレンジングなことをして

ほしいと思っています。 

例えば、小学校の改築だったら、小学生たち

に設計をさせるとか、そのぐらいの大胆さがあ

ってもいいのではないかと思ったりします。時

代の転換期に来ているということを皆さん考え

ていただいて、ちょっとガラッと変えた基本計

画を立てていきたいなと思っています。 

（会長） 

ここで模造紙にまとめていただいていますの

で、事務局からご説明をいただけますか。 

（㈱地域計画連合 柳坪） 

一つ目は住み続けてもらうためにはという話

でいろいろご意見が出ました。一つキーワード

として出たのが、思い入れとかふるさと意識み

たいなものがないと定住は難しいのではないか

ということ。そこで挙がってきたのが、「交

流」です。交流の少なさ、つながりとか人との

関係性というのがないと人口は流出しやすい。

交流の仕方としては、例えば若い人の目線で良

いところ、悪いところをみんなで挙げ合って、

それを高齢者の方へもインプットしていく方法

がある。あとは単身者に関しては、行政が場を

作ると言うよりは、飲み屋さんとか民の方で既

にある場・機会をアピールする、ＳＮＳを通し

てそういったものを発進する。それによっては

交流、つながりが生まれて、ふるさとという

か、ここにいたいなとか、あるいは出ていった

としてもここに帰ってきたいなと思えるという

のがあるのかなというご意見がありました。 

また、この新しいテーマ自体はとても良いア

イディアだが、具体的にどうやってそれを進め

ていくのかということで、様々なご意見を頂き

ました。いくつかありまして、一つは場とかプ

ラットフォームをきちんと用意するべきではな

いかということです。これまで、区としてもい

ろいろやってきているけれども、尻すぼみで終

わった事業もある。これまでの土台も生かしつ

つやるというのはあるのかなと思います。 

あとは具体化のための取組みとして、人を育

てるということ。子どもを育てるとともに、起

業したいという若者を支援する。対象を絞って

やっては、というご意見もありました。 

あとはサポートについてです。一つはやりた

いことがある方に対してサポートをする。これ

は特にボトムアップの考え方というのと、もう

一つ必ずしも今明確にやりたいことが分からな

い人、あるいはないと思われている人に、どう
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いうふうにそこを火種として火を灯すのか。き

っかけというか、イベントというものがあった

り、あるいはカタログ、事例紹介の話がありま

したが、そういったものを示していくサポート

の仕方もあるのではないかということがありま

した。 

さらに、いろいろなことを足立区はやってい

ますが、それが逆に情報がありすぎて分からな

いということがあるかもしれない、そこの見え

る化も重要という話が出ています。 

町会の話もありまして、これまでやっている

ことを踏襲するだけでなく、SNS なりデジタル

化なり、今の時代に沿ったものを取り入れるこ

とが必要ではないかという話がありました。 

（宮本会長） 

ありがとうございました。ある程度一つのゾ

ーンが出てきたように思います。ターゲットを

どこに置くかは、今日結論を出すようなことで

はありませんが、一つの案としては、子どもや

若者層に焦点を当てることになります。しか

し、いろいろなご発言をお聞きすると、やりた

いことが分かるプラットフォーム化だとか、何

かやる時にそれを実現できるいろいろなネット

ワークづくりだとか、そういうことを考える

と、子ども・若者だけではないなという感じも

します。足立区の人口構成を見れば、子ども・

若者が少ない。圧倒的多数が中高年層ですの

で、やはり子どものことだけに絞ってしまうの

はどうかという感じもします。ただし、基本計

画の中で、いきなり全部をやるというのは、こ

れはどだい厳しいことなので、だんだんにやっ

ていく。裾野を広げていく。そのうちには世代

間をまたいだ広がりというようなそういうこと

が実現できればいいのではないかという感じが

します。 

足立区に定住していただくことを目的にする

ということは、目的にはしたいのだけれども、

しかしそれはそう簡単ではない。人口の移動動

態を見ていくと、こういう見方もある。東京の

地価が今上がってきている。上がってくると、

足立区も含めてですが、外から足立区に入って

くる人がどんどん選別されていって、お金のあ

る人でないと、東京２３区には入ってこられな

いという状態になるのではないか。それから、

もともとこの１０年、２０年ぐらいは、地方か

ら入ってくる若い人が少なくなっている。一番

今後多くなるのは、東京近郊だと言われてい

る。従って、親が１時間ぐらいのところにいる

というような、そういう人たちが入ってくると

いうこと。そこら辺の動態の変化を見ると、で

は何をしたらいいのかということも、やはりそ

こで検討が必要でしょう。ただ単に若い人たち

に残ってほしいとは言っていられない。シング

ルは残ると思います。これもちゃんとデータで

出てきています。結婚していない方はそのまま

定住する可能性がある。住みやすければ足立区

に定住する。そうなってくると、やはり将来的

には高齢者問題につながっていくので、やはり

高齢者問題というものは軽視できない問題だと

思います。 

今日いろいろな意見を出していただきまして

ありがとうございました。時間があればもっと

ここをグッと掘り下げたいのですが、それは次

の分科会、２回ありますが、そこで更に揉んで

いただきたいと思います。 

 

４ 事務連絡 

（伊東 基本計画担当課長） 

次回の分科会のご案内です。次回は第３回分

科会になります。日時はひと・行財政分科会が

令和６年２月１３日の午前１０時から、くら

し・まち分科会が、同じく令和６年の２月１４

日。こちらは１４時３０分からを予定していま

す。場所はここと同じ、８階特別会議室になり

ます。当日の資料については、今回と同様にあ

らかじめ送付させていただきます。またご希望

の場合はデータで送信させていただくこともで

きますいので、事務局までお申し付けくださ

い。 

それでは、本日はどうもありがとうございま

した。 


